



名前・学部・学科等  井隼彰夫・医学部・外科学２ 
研究情報の分類 ■シーズ  □特許  □新製品  □分析/解析  □調査 
研究分野の分類 13 
以下の１８項目から一つ選び番号を左欄に記入する。 
1.物理系 2.エネルギー系 3.化学系 4.バイオ系 5.環境系 6.海洋･宇宙系 7.交通系 
8.機械系 9.材料系 10.電子･電気系 11.情報系 12.建築･建設系 13.医学系  
14.健康･保険系 15.看護・福祉系 16.農業･林業系 17.水産･畜産系 18.その他    
重点研究分野への該当 □ ＩＴ □ ナノ □ バイオ □ 環境・エネルギー ■ その他 
キーワード(5 個以内) 間歇性跛行 Lipo-PGE1 マスター２階段 運動療法 慢性動脈閉塞













治療効果は、プログラム終了後に勾配 12%,時速 2.4 Km に設定したトレッドミル歩行にてに判定し術前と
比較しています。今までに試行の 10 例ではいずれも良好な結果が得られています 
社会還元 
 □間歇性跛行患者→歩行能力の低下→社会生活での制限→QOL の低下をもたらす。 
      
★薬物療法の限界：静脈内投与は投与期間が制限される。経口薬は長期投与や 
         多剤併用により副作用の可能性がある。 
 
    ★運動療法の限界：効果がでるまでに時間がかかる。効果が不確実で予測が困難である。 
 
☆薬物併用運動療法の利点：短時間（８週間）で有意の歩行距離の延長が期待でき、 
             社会生活での制限が緩和され QOL の低下が予防できる。 
関連している企業・大学・団体等 大正富山医薬品株式会社 
関連する特許 1件  
関連する論文 1編 井隼彰夫、千葉幸夫、木村哲也、森岡浩一、上坂孝彦：間歇性跛
行肢に対する Lipo-PGE1 併用マスター２階段運動療法の試み.外
科治療 84:131-3,2001  
 
